
   申込方法 

 会場受講者        ① FAX：011-728-8301 

② メールアドレス：koza@sapporo-shohisha.or.jp  

 

オンライン受講者     ① メールアドレス：koza@sapporo-shohisha.or.jp 

② QRコード 

 

   締 切 令和 6年 7月 12日(金) 

ただし、先着順とし、定員に達した場合、期日前に募集を終了する場合があります。 

なお、北海道小学校家庭科教育連盟へ申込みをされた方は、重複して申し込む必要はありません。 

 
◆ 主 催：札幌市市民文化局市民生活部消費生活課  

◆ 共 催：北海道小学校家庭科教育連盟 

◆ 後 援：北海道 

◆ 運 営：公益社団法人 札幌消費者協会 

    問合せ ： (公社）札幌消費者協会 （札幌市消費者センター事業受託団体） 

札幌市北区北 8条西 3丁目 札幌エルプラザ２階 

担当：細谷・近藤  電話  ０１１-728-3131/ＦＡＸ 011-728-8301 

    担当部局 : 市民文化局市民生活部消費生活課 

           担当 : 吉中  電話  011-211-2245 

 
 

                

                                                                                                             

学校の安全を保つための 

製品企画を考えよう 

◆ 日 時：令和 6年 7月 20日（土） １０時～１２時（９時４５分より受付開始） 

◆ 会 場：札幌エルプラザ ２階 会議室１・２（札幌市北区北８条西３丁目） 

◆ 定 ：                                                                             

◆ 対 象：札幌市内及び北海道内の小・中学校の教員及び消費者教育に携わる方  

◆  

 

夏季特別講座 

 【内 容】 

学校内には、多くのキケンが潜んでおり、子ども一人ひとりの安全意識の向上を

はかり、事故に対するリスクリテラシーを育むことはとても重要です。       

本講座では、前半は家で起きる事故とその対策について学び、後半ではそれをも

とに、学校で発生しうる事故をグループワークで発見、分析し、対策を考えるプロ

グラムで、今後の授業にも活かせる内容となっております。 

 

【講 師】 

株式会社リクシル 安全・品質統括部長  

池田 明生 氏 

 

 

 

 

現代では機械が洗濯をすることが当たり前ですが、果たして本当に洗濯機に全て

お任せでもいいのでしょうか。消費生活では当たり前の権利ですが、私たちが責任

をもって使うことは義務でもあります。繊維の表示、洗濯表示、洗剤の選び方、干し

方、など・・・。あらためて衣類の手入れを考えます。後半は、実験を通して界面活性

剤の働きをご紹介いたします。 

 
 
 【講 師】 

         札幌市消費者センター  職員 
 

◆ 定 員：6０名（会場受講 4０名、オンライン受講 ２０名）                                                            

 


